
高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 6 組 選択受講者

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1中間考査

数学 発展数学ⅠＡ演習

数と式、図形と計量、２次関数、データの分析、場
合の数と確率，整数の性質等の活用、図形の性質に
ついて基本概念・原理・法則を体系的に理解し事象
を数学化し、数学的解釈・表現・処理することので
きる技能を身につける。

命題や条件に着目し、数や式を多面的にみて目的に応
じた変形をする力、図形の性質、計量を論理的に考察
し表現する力、関数関係を的確に表現する力、データ
を適切な手法で分析する力で問題を解決し、過程や結
論を批判的に考察し判断する力を身につける。不確実
な事象に着目し，確率の性質などに基づいて事象の起
こりやすさを判断する力，事象に数学の構造を見いだ
し，数理的に考察する力，図形の性質を見いだし，論
理的に考察する力を養う。

配当
時数

第2章　集合と命題
【知識及び技能】
　基本概念・原理・法則を体系的に理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
　集合の考えを用いて論理的に考察し，
簡単な命題を証明することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　問題解決の評価・改善したりしようと
する態度や創造性の基礎を養う。

・指導事項
集合　命題
・教材
教科書　補助教材　プリント
・一人１台端末の活用
解説動画の活用

【知識・技能】
　基本概念・原理・法則を体系的に理解させる。
【思考・判断・表現】
　集合の考えを用いて論理的に考察し，簡単な命題を証
明することができるか。
【学びに向かう力、人間性等】
　問題解決の評価・改善したりしようとする態度や創造
性の基礎を養えているか。

○ ○ ○
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【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

数学

問題を的確に数学的に表現し数理的に考察、過程や結論を批判的に判断する力を身につける。

指導項目・内容

○ ○

数学 発展数学ⅠＡ演習

第1章　数と式
【知識及び技能】
  ⑴数を実数まで拡張する意義を理解
し，簡単な無理数の四則計算を身に着け
る。
　⑵二次の乗法公式及び因数分解の公式
の理解を深める。
  ⑶不等式の解の意味や不等式の性質に
ついて理解し，一次不等式の解を求める
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　⑴問題を解決する際に，既に学習した
計算の方法と関連付けて，
式を多面的に捉えたり目的に応じて適切
に変形したりすることができる。
　⑵不等式の性質を基に一次不等式を解
く方法を考察することができる。
  ⑶日常の事象や社会の事象などを数学
的に捉え，一次不等式を解く方法を考察
することができる。
　⑷問題解決に活用することできる。
【学びに向かう力、人間性等】
　問題解決の評価・改善したりしようと
する態度や創造性の基礎を養う。

・指導事項
  式の計算
  実数
　1次不等式
・教材
教科書　補助教材　プリント
・一人１台端末の活用
解説動画の活用

【知識・技能】
  ⑴数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数
の四則計算を身に付いたか。
　⑵二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深めら
れたか。
  ⑶不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，
一次不等式の解を求めることができるか。
【思考・判断・表現】
　⑴問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関
連付けて，式を多面的に捉えたり目的に応じて適切に変
形したりすることができるか。
　⑵不等式の性質を基に一次不等式を解く方法を考察す
ることができるか。
  ⑶日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え，一次
不等式を解く方法を考察することができるか。
　⑷問題解決に活用することできるか。
【学びに向かう力、人間性等】
　問題解決の評価・改善したりしようとする態度や創造
性の基礎を養えているか。

評価規準 知

よさを認識し活用しようとする態度，粘り強
く考え数学的論拠に基づいて判断しようとす
る態度，問題解決の過程を振り返って考察を
深めたり，評価・改善したりしようとする態
度や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

数学の活用，数学的論拠に基づく判断，問題解決の考察を深め評価・改善する態度や創造性の基礎を養う。

発展数学ⅠＡ演習

【 知　識　及　び　技　能 】基本的な概念や原理・法則を体系的に理解し数学的に表現・処理する技能を身に付ける。

単元の具体的な指導目標

○

思 態
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第5章　データの分析
【知識及び技能】
　⑴分散，標準偏差，散布図及び相関係
数の意味やその用い方を理解する。
　⑵コンピュータなどの情報機器を用い
るなどして，データを表やグラフに整理
したり，分散や標準偏差などの基本的な
統計量を求めたりする。
　⑶具体的な事象において仮説検定の考
え方を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　⑴データの散らばり具合や傾向を数値
化する方法を考察できる。
  ⑵目的に応じて複数の種類のデータを
収集し，適切な統計量や
グラフ，手法などを選択して分析を行
い，データの傾向を把握
して事象の特徴を表現できる。
　⑶不確実な事象の起こりやすさに着目
し，主張の妥当性について，実験などを
通して判断したり，批判的に考察したり
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
問題解決の評価・改善したりしようとす
る態度や創造性の基礎を養う。

・指導事項
　データの整理
　データの代表値
　データの散らばりと四分位数
　分散と標準偏差
　２つの変量の間の関係
　仮説検定の考え方
・教材
教科書　補助教材　プリント
・一人１台端末の活用
解説動画の活用

【知識・技能】
　⑴分散，標準偏差，散布図及び相関係数の意味やその
用い方を理解できたか。
　⑵コンピュータなどの情報機器を用いるなどして，
データを表やグラフに整理したり，分散や標準偏差など
の基本的な統計量を求めたりすることができたか。
　⑶具体的な事象において仮説検定の考え方を理解する
ことができたか。
【思考・判断・表現】
　⑴データの散らばり具合や傾向を数値化する方法を考
察するできるか。
  ⑵目的に応じて複数の種類のデータを収集し，適切な
統計量やグラフ，手法などを選択して分析を行い，デー
タの傾向を把握して事象の特徴を表現できるか。
　⑶不確実な事象の起こりやすさに着目し，主張の妥当
性について，実験などを通して判断したり，批判的に考
察したりすることができたか。
【学びに向かう力、人間性等】
問題解決の評価・改善したりしようとする態度や創造性
の基礎を養えているか。

○ ○ ○



1期末考査

第１章　場合の数と確率
第１節　場合の数
【知識及び技能】
　⑴和の法則，積の法則を利用して場合
の数を求めることができる。
　⑵起こりうる場合の数をもれなく重複
なく数えることができる。
　⑶順列の考えを理解し，場合の数を効
率よく正確に求めるための基礎的な力を
身につけている。
　⑷起こりうる場合を整理し，順列の考
えを用いて，場合の数を正確に求めるこ
とができる。
　⑸順列の公式を用いて，場合の数を正
確に求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　⑴和の法則，積の法則が場合の数を数
えるときの元になっていることに気づく
ことができる。
　⑵場合の数を考えるに当たって，順序
を考えるか否かに気づくことができる。
　⑶場合の数の考え方を用いて適切に表
現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
問題解決の評価・改善したりしようとす
る態度や創造性の基礎を養えた。

・指導事項
　集合と要素の個数
  場合の数
　順列
 
・教材
教科書　補助教材　プリント

・一人１台端末の活用
解説動画の活用

【知識・技能】
　⑴和の法則，積の法則を利用して場合の数を求めるこ
とができるか。
　⑵起こりうる場合の数をもれなく重複なく数えること
ができるか。
　⑶順列の考えを理解し，場合の数を効率よく正確に求
めるための基礎的な力を身につけている。
　⑷起こりうる場合を整理し，順列の考えを用いて，場
合の数を正確に求めることができる。
　⑸順列の公式を用いて，場合の数を正確に求めること
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　⑴和の法則，積の法則が場合の数を数えるときの元に
なっていることに気づくことができるか。
　⑵場合の数を考えるに当たって，順序を考えるか否か
に気づくことができるか。
　⑶場合の数の考え方を用いて適切に表現することがで
きるか。
【学びに向かう力、人間性等】
問題解決の評価・改善したりしようとする態度や創造性
の基礎を養えたか。

○ ○ ○

○ ○ ○

第3章　２次関数
【知識及び技能】
　⑴二次関数の値の変化やグラフの特徴
について理解する。
  ⑵二次関数の最大値や最小値を求める
ことができる。
　⑶二次方程式の解と二次関数のグラフ
との関係について理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　⑴二次関数の式とグラフとの関係につ
いて，多面的に考察するこ
とができる。
  ⑵二つの数量の関係に着目し，日常の
事象や社会の事象などを
数学的に捉え，問題を解決したり，解決
の過程を振り返って事
象の数学的な特徴や他の事象との関係を
考察したりするができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　問題解決の評価・改善したりしようと
する態度や創造性の基礎を養う。

・指導事項
  ２次関数とグラフ
  ２次関数の値の変化
  ・教材
教科書　補助教材　プリント
・一人１台端末の活用
解説動画の活用

【知識・技能】
　⑴二次関数の値の変化やグラフの特徴について理解で
きたか。
  ⑵二次関数の最大値や最小値を求めることができる
か。
　⑶二次方程式の解と二次関数のグラフとの関係につい
て理解できたか。
【思考・判断・表現】
　⑴二次関数の式とグラフとの関係について，多面的に
考察することができるか。
  ⑵二つの数量の関係に着目し，日常の事象や社会の事
象などを数学的に捉え，問題を解決したり，解決の過程
を振り返って事象の数学的な特徴や他の事象との関係を
考察したりするができるか。
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題解決の評価・改善したりしようとする態度や創造
性の基礎を養えているか。

○ ○ ○
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第3章　２次関数
【知識及び技能】
二次不等式の解と二次関数のグラフとの
関係について理解し，二次関数のグラフ
を用いて二次不等式の解を求めることが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
２次不等式を多面的にみて目的に応じた
変形をすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
問題解決の評価・改善したりしようとす
る態度や創造性の基礎を養う。

　

・指導事項
　２次方程式と２次不等式
・教材
教科書　補助教材　プリント
・一人１台端末の活用
解説動画の活用

【知識・技能】
二次不等式の解と二次関数のグラフとの関係について理
解し，二次関数のグラフを用いて二次不等式の解を求め
ることができるか。
【思考・判断・表現】
２次不等式を多面的にみて目的に応じた変形をすること
ができるか。
【主体的に学習に取り組む態度】
問題解決の評価・改善したりしようとする態度や創造性
の基礎を養えているか。



1中間考査

第4章　図形と計量
【知識及び技能】
　⑴鋭角の三角比の意味と相互関係につ
いて理解する。
  ⑵三角比を鈍角まで拡張する意義を理
解し，鋭角の三角比の値を用いて鈍角の
三角比の値を求める方法を理解する。
　⑶正弦定理や余弦定理について三角形
の決定条件や三平方の定理と関連付けて
理解し，三角形の辺の長さや角の大きさ
などを求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　図形の構成要素間の関係を三角比を用
いて表現するとともに，定理や公式とし
て導くことができる。
  図形の構成要素間の関係に着目し，日
常の事象や社会の事象などを数学的に捉
え，問題を解決したり，解決の過程を振
り返って事象の数学的な特徴や他の事象
との関係を考察したりすることができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　問題解決の評価・改善したりしようと
する態度や創造性の基礎を養う。

・指導事項
　三角比
・教材
教科書　補助教材　プリント
・一人１台端末の活用
解説動画の活用

【知識・技能】
　⑴鋭角の三角比の意味と相互関係について理解してい
るか。
  ⑵三角比を鈍角まで拡張する意義を理解し，鋭角の三
角比の値を用いて鈍角の三角比の値を求める方法を理解
しているか。
　⑶正弦定理や余弦定理について三角形の決定条件や三
平方の定理と関連付けて理解し，三角形の辺の長さや角
の大きさなどを求めることができるか。
【思考・判断・表現】
　図形の構成要素間の関係を三角比を用いて表現すると
ともに，定理や公式として導くことができるか。
  図形の構成要素間の関係に着目し，日常の事象や社会
の事象などを数学的に捉え，問題を解決したり，解決の
過程を振り返って事象の数学的な特徴や他の事象との関
係を考察したりすることができるか。
【学びに向かう力、人間性等】
　問題解決の評価・改善したりしようとする態度や創造
性の基礎を養えているか。

○ ○ ○

第１章　場合の数と確率
第２節　確率
【知識及び技能】
　⑴場合の数を求め，これを用いて確率
を計算する方法を理解し，具体的な事象
の確率を求めるための基礎的な知識を身
につけている。
　⑵確率の基本性質を理解し活用する知
識を身につけている。
　⑶場合の数を求め，それを用いて確率
を考えることができる。
　⑷確率の基本性質を使って，和事象や
余事象の確率を求めることができる。
　⑸独立な試行と反復試行について理解
し，基礎的な知識を身につけている。
　⑹２つの独立な試行における２つの事
象が同時に起こる確率を求めることがで
きる。
　⑺具体的な試行において独立な試行で
あることを見抜き，その事象の確率を求
めることができる。
　⑻反復試行の確率の公式を用いて，具
体的な反復試行における確率を求めるこ
とができる。
　⑼根元事象の個数に着目して，条件つ
き確率は，すべての根元事象の起こる確
率が等しければ，場合の数の数え上げに
帰着して考えられるという知識を身につ
けている。
　⑽確率の乗法定理を用いて確率を求め
る具体的な問題を解決することができ
る。
　⑾期待値の意味を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　⑴確率の基本性質を導く過程を考察す
ることができる。
　⑵２つの独立な試行における２つの事
象が同時に起こる確率は，事象の確率の
積になる。この公式を導く過程を考察す
ることができる。
　⑶反復試行の確率の公式を導く過程を
考察することができる。
　⑷条件つき確率は，すべての根元事象
の起こる確率が等しければ，場合の数の
数え上げに帰着して考えられることに気
づく。
【学びに向かう力、人間性等】
　問題解決の評価・改善したりしようと
する態度や創造性の基礎を養う。

・指導事項
　事象と確率
　確率の基本性質
　独立な試行と確率
　条件付き確率
　研究／原因の確率
　期待値

・教材
教科書　補助教材　プリント

・一人１台端末の活用
解説動画の活用

【知識・技能】
　⑴場合の数を求め，これを用いて確率を計算する方法
を理解し，具体的な事象の確率を求めるための基礎的な
知識を身につけているか。
　⑵確率の基本性質を理解し活用する知識を身につけて
いるか。
　⑶場合の数を求め，それを用いて確率を考えることが
できるか。
　⑷確率の基本性質を使って，和事象や余事象の確率を
求めることができるか。
　⑸独立な試行と反復試行について理解し，基礎的な知
識を身につけているか。
　⑹２つの独立な試行における２つの事象が同時に起こ
る確率を求めることができるか。
　⑺具体的な試行において独立な試行であることを見抜
き，その事象の確率を求めることができるか。
　⑻反復試行の確率の公式を用いて，具体的な反復試行
における確率を求めることができるか。
　⑼根元事象の個数に着目して，条件つき確率は，すべ
ての根元事象の起こる確率が等しければ，場合の数の数
え上げに帰着して考えられるという知識を身につけてい
るか。
　⑽確率の乗法定理を用いて確率を求める具体的な問題
を解決することができるか。
　⑾期待値の意味を理解しているか。
【思考・判断・表現】
　⑴確率の基本性質を導く過程を考察することができる
か。
　⑵２つの独立な試行における２つの事象が同時に起こ
る確率は，事象の確率の積になる。この公式を導く過程
を考察することができるか。
　⑶反復試行の確率の公式を導く過程を考察することが
できるか。
　⑷条件つき確率は，すべての根元事象の起こる確率が
等しければ，場合の数の数え上げに帰着して考えられる
ことに気づくか。
【学びに向かう力、人間性等】
　問題解決の評価・改善したりしようとする態度や創造
性の基礎を養うことができたか。

○ ○ ○

2
学
期

14



3
学
期

計

数学ⅠAのまとめと復習
【知識及び技能】
今までの総合
【思考力、判断力、表現力等】
今までの総合
【主体的に学習に取り組む態度】
問題演習をする

数学ⅠAのまとめと復習
【知識及び技能】
今までの総合
【思考力、判断力、表現力等】
今までの総合
【主体的に学習に取り組む態度】
問題演習をする

1

数学ⅠAのまとめと復習
【知識及び技能】
数学ⅠAの基本的な知識と技能を習得できているか。
【思考力、判断力、表現力等】
数学ⅠAを用いて，思考，判断，表現ができるか。
【主体的に学習に取り組む態度】
問題演習を積極的に取り組んでいるか。

○ ○ ○

指導事項
　数学ⅠA全範囲
・教材
教科書　補助教材　プリント
・一人１台端末の活用
解説動画の活用

14

期末考査
数学ⅠAのまとめと復習
【知識及び技能】
数学ⅠAの基本的な知識と技能を習得できているか。
【思考力、判断力、表現力等】
数学ⅠAを用いて，思考，判断，表現ができるか。
【主体的に学習に取り組む態度】
問題演習を積極的に取り組んでいるか。

70

○ ○

指導事項
　数学ⅠA全範囲
・教材
教科書　補助教材　プリント
・一人１台端末の活用
解説動画の活用 ○ 10

第２章　図形の性質
第１節 平面図形　第２節 空間図形
【知識及び技能】
　⑴三角形の角の2等分線と線分の比の間
に成り立つ関係を適切な表現を用いて証
明することができる。
　⑵三角形の特別な点の幾何学的な意味
を理解し，基礎的な知識を身につけてい
る。
　⑶三角形の特別な3つの線分が1点で交
わることの証明ができる。
　⑷メネラウスの定理・チェバの定理を
適切な表現を用いて証明することができ
る。
　⑸いろいろな円の性質を的確に表現
し，円周角の定理とその逆を使って考察
することができる。
　⑹いろいろな円の性質を適切な表現を
用いて表現することができる。
　⑺2直線や2平面の位置関係や直線と平
面の位置関係，多面体などに関する基本
的な性質を理解し基礎的な知識を身につ
けている。
　⑻正多面体の性質をもとに，体積を求
めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　⑴平行な直線と線分の比について考察
することができる。
　⑵三角形の角の2等分線や中線の果たす
役割について考察することができる。
　⑶三角形の重心，内心，外心の幾何学
的な意味をいろいろな方法で考察するこ
とができる。
　⑷メネラウスの定理・チェバの定理を
導く過程を考察することができる。
　⑸円周角の定理とその逆について考察
することができる。
　⑹円周角の定理とその逆を使っていろ
いろな円の性質が見出されることを考察
することができる。
　⑺基本的な図形の性質から，作図のた
めの方針を立て，その方法が正しいこと
や，作図したすべての点が条件を満たし
ていることを考察することができる。
　⑻三角形の基本的な性質などを用い
て，空間図形のいろいろな性質を見出
し，それらが成り立つ理由を論理的に考
察することができる。
　【学びに向かう力、人間性等】
問題解決の評価・改善したりしようとす
る態度や創造性の基礎を養う。

・指導事項
　三角形の辺の比
　三角形の外心・内心・重心
　チェバの定理・メネラウスの定理
　円に内接する四角形
　円と直線
　２つの円
　作図
　直線と平面
　空間図形と多面体
・教材教科書
補助教材　プリント
・一人１台端末の活用
解説動画の活用・指導事項

【知識・技能】
⑴三角形の角の2等分線と線分の比の間に成り立つ関係
を適切な表現を用いて証明することができるか。
　⑵三角形の特別な点の幾何学的な意味を理解し，基礎
的な知識を身につけているか。
　⑶三角形の特別な3つの線分が1点で交わることの証明
ができるか。
　⑷メネラウスの定理・チェバの定理を適切な表現を用
いて証明することができるか。
　⑸いろいろな円の性質を的確に表現し，円周角の定理
とその逆を使って考察することができるか。
　⑹いろいろな円の性質を適切な表現を用いて表現する
ことができるか。
　⑺2直線や2平面の位置関係や直線と平面の位置関係，
多面体などに関する基本的な性質を理解し基礎的な知識
を身につけているか。
　⑻正多面体の性質をもとに，体積を求めることができ
るか。
【思考・判断・表現】
　⑴平行な直線と線分の比について考察することができ
るか。
　⑵三角形の角の2等分線や中線の果たす役割について
考察することができるか。
　⑶三角形の重心，内心，外心の幾何学的な意味をいろ
いろな方法で考察することができるか。
　⑷メネラウスの定理・チェバの定理を導く過程を考察
することができるか。
　⑸円周角の定理とその逆について考察することができ
るか。
　⑹円周角の定理とその逆を使っていろいろな円の性質
が見出されることを考察することができるか。
　⑺基本的な図形の性質から，作図のための方針を立
て，その方法が正しいことや，作図したすべての点が条
件を満たしていることを考察することができるか。
　⑻三角形の基本的な性質などを用いて，空間図形のい
ろいろな性質を見出し，それらが成り立つ理由を論理的
に考察することができるか。
【学びに向かう力、人間性等】
問題解決の評価・改善したりしようとする態度や創造性
の基礎を養えたか。

○ ○ ○

2
学
期


